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議 会 日 誌 式典・町定例議会等は除く

12
日
　
　
佐
久
市
・
軽
井
沢
町
・
立
科
町
・
御
代
田
町
議
会
合
同 

 

議
員
研
修
会

17
日
　
　
町
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会

 

平
成
24
年
町
議
会
第
１
回
臨
時
議
会

18
日
　
　
佐
久
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会

 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

23
日
�
24
日
　
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
研
修

25
日
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

26
日
　
　
浅
麓
水
道
企
業
団
議
会
全
員
協
議
会

31
日
　
　
県
議
長
会
正
副
議
長
・
正
副
常
任
委
員
長
研
修
会

３
日
　
　
佐
久
水
道
企
業
団
議
会
運
営
委
員
会

８
日
　
　
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会
運
営
委
員
会

10
日
　
　
平
成
24
年
佐
久
水
道
企
業
団
議
会
第
１
回
定
例
会

 

浅
麓
環
境
施
設
組
合
議
会
運
営
委
員
会

13
日
　
　
浅
麓
水
道
企
業
団
正
副
議
長
・
委
員
長
会
議

14
日
　
　
平
成
24
年
浅
麓
環
境
施
設
組
合
議
会
第
１
回
定
例
会

17
日
　
　
郡
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

20
日
　
　
平
成
24
年
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会
第
１
回
定
例
会

24
日
　
　
町
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会

 

県
町
村
議
会
議
長
会
第
14
回
定
期
総
会

 

平
成
24
年
浅
麓
水
道
企
業
団
議
会
第
１
回
定
例
会

27
日
　
　
佐
久
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

28
日
　
　
平
成
24
年
森
泉
山
財
産
組
合
議
会
第
１
回
定
例
会

 

佐
久
水
道
企
業
団
例
月
監
査

請
願
・
陳
情
　
意
見
書

21
日
　
　
佐
久
水
道
企
業
団
全
員
協
議
会

26
日
　
　
佐
久
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

 

佐
久
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会
・
第
４
回
定
例
会

１
月

12
月

２
月

◆
消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
請
願

　

▽
請
願
者　

消
費
税
廃
止
佐
久
地
区
各
界
連
絡
会

　
　
　
　
　
　

 
代
表　

三
井
幸
男

　

▽
紹
介
議
員　

野
元
三
夫

　

▽
審
議
結
果　

﹁
不
採
択
﹂
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体

　
　

改
革
」
を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
消
費
税
増
税
は
避

　
　

け
て
通
れ
な
い
た
め
。

◆
﹁
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
﹂
の
堅
持
を
求
め
る
請
願

　

▽
請
願
者　

御
代
田
町
教
職
員
組
合　

執
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　

 

黒
澤
茂
基

　

▽
紹
介
議
員　

野
元
三
夫

　

▽
審
議
結
果　

﹁
採
択
﹂
意
見
書
を
提
出

　
〈
意
見
書
〉

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
し
、
負
担
率
を
２
分
の
１

に
復
元
す
る
こ
と
。
国
庫
負
担
か
ら
既
に
除
外
し
た
教
材
費
、旅
費
、

共
済
費
、
退
職
手
当
な
ど
を
復
元
す
る
こ
と
を
実
現
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

◆
30
人
規
模
学
級
の
早
期
実
現
、
教
職
員
定
数
増
を
求
め
る

　
意
見
　
書
提
出
に
関
す
る
請
願

　

▽
請
願
者　

御
代
田
町
教
職
員
組
合　

執
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　

 

黒
澤
茂
基

　

▽
紹
介
議
員　

野
元
三
夫

　

▽
審
議
結
果
﹁
採
択
﹂
意
見
書
を
提
出

　
〈
意
見
書
〉

　
国
の
責
任
に
お
い
て
早
期
に
30
人
学
級
定
員
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
新
・
教
職
員
改
善
計
画
を
即
座
に
実
施
し
、
学
校
現
場
に

必
要
な
教
職
員
の
人
員
・
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
を
実
現
す
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

◆
長
野
県
独
自
の
30
人
規
模
学
級
の
中
学
校
全
学
年
へ
の
早

　
期
拡
大
と
複
式
学
級
の
解
消
、
県
独
自
に
教
職
員
配
置
増

　
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

　

▽
請
願
者　

御
代
田
町
教
職
員
組
合　

執
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　

 

黒
澤
茂
基

　

▽
紹
介
議
員　

野
元
三
夫

　

▽
審
議
結
果　
﹁
採
択
﹂
意
見
書
を
提
出

　
〈
意
見
書
〉

　
県
独
自
の
「
30
人
規
模
学
級
」
を
中
学
校
全
学
年
へ
早
期
に
拡

大
す
る
こ
と
。
現
行
の
複
式
学
級
の
編
成
基
準
を
改
善
し
、
県
独

自
に
複
式
学
級
解
消
措
置
を
一
層
充
実
す
る
こ
と
。
県
独
自
に
よ

る
教
職
員
配
置
の
大
幅
増
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

◆
国
土
交
通
省
告
示
第
15
号
の
履
行
に
関
す
る
陳
情

　

▽
陳
情
者　

長
野
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　
　
　
　
　
　

 

会
長　

新
井
典
夫　

 

他
１
名

　

▽
審
議
結
果
　
﹁
趣
旨
採
択
﹂

◆
最
低
制
限
価
格
の
設
定
に
関
す
る
陳
情

　

▽
陳
情
者　

長
野
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　
　
　
　
　
　

 

会
長　

新
井
典
夫　

他
１
名

　

▽
審
議
結
果　

﹁
趣
旨
採
択
﹂

◆
直
轄
事
業
の
継
続
と
適
正
な
維
持
管
理
、
地
元
建
設
業
へ

の
支
援
を
求
め
る
陳
情

　

▽
陳
情
者　

国
土
交
通
労
働
組
合
関
東
建
設
支
部

　
　

 
長
野
国
道
分
会　

執
行
委
員
長　

小
幡
武
志　

他
４
名

　

▽
審
議
結
果　

﹁
採
択
﹂
意
見
書
を
提
出

　
〈
意
見
書
〉

　
国
土
交
通
省
の
地
方
出
先
機
関
を
廃
止
し
な
い
こ
と
。
防
災
対

策
を
全
面
的
に
見
直
し
、
支
援
体
制
と
防
災
予
算
を
拡
充
す
る
こ

と
。
地
元
建
設
業
の
育
成
及
び
経
営
維
持
の
た
め
の
適
切
な
措
置

を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

◆
議
員
提
案

中
部
横
断
自
動
車
道
の
早
期
全
線
整
備
を
求
め
る
意
見
書

　
〈
意
見
書
〉

　
基
本
計
画
期
間
で
あ
る
八
千
穂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
か

ら
山
梨
県
の
長
坂
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
仮
称
）
間
に
つ
い
て
、
早
期

に
整
備
計
画
期
間
へ
格
上
げ
す
る
こ
と
。
佐
久
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
八
千
穂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
間
の
早
期
供
用
開
始

に
向
け
、
十
分
な
予
算
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

請
願
　
議
会
日
誌
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神
奈
川
三
浦
半
島
の
西
北
部

に
位
置
す
る
人
口
３
万
３
千
650

人
の
葉
山
町
議
会
の
定
例
会
の

議
会
日
程
や
議
会
改
革
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

　
議
員
定
数
は
、
平
成
23
年
５

月
か
ら
３
名
削
減
の
14
名
で
、

２
つ
の
常
任
委
員
会
と
特
別
委

員
会
に
は
、
予
算
・
決
算
特
別

委
員
会
と
ご
み
問
題
特
別
委
員

会
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会
が

あ
っ
た
。

　
議
会
日
程
は
、
他
の
常
任
委

員
会
の
傍
聴
が
で
き
る
よ
う

に
日
程
を
ず
ら
し
て
行
っ
て
お

り
、
日
数
も
定
例
会
毎
に
違
う

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
般
質

問
は
、
一
括
質
問
方
式
で
、
再

質
問
は
一
問
一
答
方
式
で
行
っ

議
会
改
革
の
取
り
組
み
を
視
察

緊
急
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
、
約
960
平
方

メ
ー
ト
ル
の
部
屋
に
186
座
席
が

あ
り
、
他
に
打
合
せ
ス
ペ
ー
ス

84
席
と
300
イ
ン
チ
の
モ
ニ
タ

ー
が
壁
一
面
に
あ
り
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
各
地
域
の
被
害
状
況

な
ど
の
情
報
が
集
中
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
て
、
設
備
・
装
備

と
も
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
以
後
、
各
地

で
大
き
な
地
震
が
多
発
し
て
い

る
な
か
、
広
域
的
防
災
拠
点
の

こ
の
施
設
が
必
要
と
な
ら
な
い

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
議
会
運
営
委
員
長

市
村
千
恵
子
　

て
い
る
。

　
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
生

中
継
及
び
録
画
中
継
の
配
信
を

平
成
21
年
か
ら
導
入
し
、
本

会
議
中
継
ア
ク
セ
ス
件
数
は
、

21
年
で
５
千
822
件
、
22
年
は

３
千
300
件
、
録
画
中
継
は
、
21

年
２
千
938
件
、
22
年
は
１
千
968

件
と
、
市
民
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
た
。

　
主
な
議
会
改
革
と
し
て
、
21

年
６
月
に
議
会
基
本
条
例
を
可

決
し
、
10
月
１
日
よ
り
施
行
。

　
委
員
会
を
制
限
公
開
か
ら
原

則
公
開
と
し
、
全
員
協
議
会
も

非
公
開
か
ら
制
限
公
開
と
し

た
。
２
名
か
ら
の
会
派
制
を
と

り
、
積
極
的
に
開
か
れ
た
議
会

へ
と
改
革
を
進
め
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。

　
２
日
目
は
、
国
の
機
関
で
東

京
都
江
東
区
に
あ
る
、
東
京
湾

臨
海
部
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点

の
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
を

視
察
し
た
。
内
閣
府
や
国
土
交

通
省
の
防
災
担
当
官
か
ら
基
幹

的
防
災
拠
点
の
整
備
状
況
や
首

都
直
下
地
震
応
急
対
策
の
活
動

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
東
京
湾
北
部
地
震
Ｍ
7.3
が
想

定
さ
れ
、
広
域
的
な
災
害
時
に

㈱
フ
ジ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
視
察

議
会
運
営
委
員
会

１
月
23
・
24
日

　
平
成
24
年
３
月
議
会
開
会
中

に
、
佐
久
市
に
あ
る
、
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃

棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
を
運

営
す
る
㈱
フ
ジ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
議
会
と
町
側
（
理
事
者
、

全
課
長
）
と
で
視
察
を
行
な

っ
た
。

　
視
察
目
的
は
、
御
代
田
町
で

排
出
さ
れ
る
可
燃
ゴ
ミ
が
イ

ー
・
ス
テ
ー
ジ
で
中
間
処
理
さ

れ
、
そ
の
焼
却
残
渣
や
廃
乾
電

池
・
廃
蛍
光
灯
な
ど
の
危
険
物

の
全
量
処
理
が
行
な
わ
れ
て
い

る
が
、
安
全
・
安
心
で
適
切
な

処
理
を
行
わ
れ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
処
分
場
の
地
域
の
住
民

の
皆
さ
ん
に
不
安
を
与
え
る
こ

と
な
く
後
世
ま
で
安
全
に
安
定

的
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
を
確

認
す
る
た
め
行
っ
た
。

　
受
け
入
れ
の
放
射
線
量
基
準

は
、
国
の
基
準
が
８
千
ベ
ク
レ

ル
／
㎏
以
下
と
な
っ
て
い
る
が
、

自
社
基
準
を
設
け
平
成
23
年
７

月
１
日
以
降
の
新
規
契
約
に
お

い
て
は
500
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
以
下

と
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　
処
分
方
法
は
、
放
射
性
物
質

や
重
金
属
が
空
間
中
飛
散
や
地

下
浸
透
し
な
い
よ
う
、
特
許
取

得
さ
れ
た
方
法
に
よ
り
固
形
化

さ
れ
て
い
る
。

　
空
間
放
射
線
量
や
施
設
排
水

の
測
定
を
定
期
的
に
行
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
報
告
書
に
ま
と
め

近
隣
地
区
や
市
・
町
関
係
者
に

配
布
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
議

員
に
も
定
期
的
に
報
告
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　
視
察
当
日
に
も
空
間
放
射
線

量
の
測
定
が
行
な
わ
れ
て
お

３
月
９
日

り
、
測
定
現
場
に
立

ち
会
う
こ
と
が
で
き

た
。
測
定
場
所
は
、

施
設
場
内
の
廃
棄
物

処
理
を
重
機
が
行
な

っ
て
い
る
す
ぐ
横
で

あ
っ
た
が
、
0.03
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／

時
間
の
数
値
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
東
京
電
力
福
島
原
発
の
事
故

を
原
因
と
し
て
発
生
し
た
放
射

性
物
質
に
よ
る
汚
染
に
よ
り
、

遠
く
離
れ
た
こ
の
地
で
も
影
響

を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
フ
ジ
式

盛
土
材
圧
密
成
型
工
法
に
よ
り

問
題
な
く
処
理
さ
れ
て
い
る
の

が
、
空
間
放
射
線
量
や
原
水

等
の
検
査
結
果
か
ら
も
理
解

で
き
た
。

　
ま
た
、
放
射
能
や
重
金
属
が

含
ま
れ
る
廃
棄
物
処
理
に
関
し

て
は
、
色
々
な
意
見
が
あ
り
、

廃
棄
物
搬
入
を
心
配
さ
れ
る
方

も
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
安

全
・
安
心
な
施
設
で
あ
り
続
け

る
よ
う
な
施
設
運
営
と
情
報
公

開
を
引
き
続
き
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
野
元
　
三
夫

行
政
視
察


